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はじめに

本研究は，日中韓における道徳、授業の特質を解明する一環として，道徳資料を

比較的に考察するものである。ただし，本稿では，その研究の基底として，特に

韓国の小学校第 1学年の『正しい生活H斗喜弓苦)を中心にしながら，儒教思想、

の中でも内しjの視点から比較検討する。なお，ここでは， r礼jという言葉は，

日中韓三カ屈における多様な定義を勘案して， r社会生活をする上で，円滑な人間

関係や秩序を維持するために必要な倫理的規範であり 自他相応の尊重の気持ち

だけではなく，言葉や行動様式全般を包括するものJという意味で使用するヘ

東アジアに位置している日中韓三カ国は，地理的にも近く，歴史的にも深い関

係を有してきたために，文化的な影響関係も強い。特に，日中韓三カ国において

は， f需教思想、は，各国の文化の中に深く根づいており，各留の道徳教育において

も少なからず影響を与えている。その中でも「札jは 儒教思想、の中核的な価値

観の一つであり，人間関係において欠かせないものである。たとえば，日本の伝

統的な稽古事として剣道・将棋-茶道・華道などがあるが，これらは全て「礼j

に始まり「礼jに終わることになっている。同様に，中居でも「礼jは伝統的な

文化の核心であり，社会生活のうえで円滑な潤滑油と言われている。韓国でも，
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中患の{需教思想、から強い影響を受けた「礼Jが生まれ，韓医人の意識に深く根付

いている。また，当然、ながら， IネLJの思想、は国や地域の相違だけでなく，時代と

ともに変化しているため，今日説かれている「干しjの思想、が以前のものと同じで

あるとは限らない。しかし いずれの時代の向LJの思想、も過去の経験や教訓と

いった知恵を礎に築かれたものであり 現在の「礼jも過去の文化の影響を受け

ている。そうした，これまで連綿と受け継がれてきた「礼Jの文化を無視して，

現在の三カ国の道徳教育は成り立たないであろっ。したがって，三カ国において

道徳資料は，道徳教育を促進するための欠くことのできない重要な手段として，

「札Jの思想を指標としながら分析論述することは有効な方法であろう。なぜな

ら， I資料における人間の具体的な生き方に触れさせ，道徳的価値の理解と道徳的

価値についての内面的自覚を促すことを意図するのであるJと押谷慶昭が述べる

ように，道徳教育で指導資料を用いるのは重要である(ヘ具体的に言えば，日本

の場合，文部科学省、の平成24年度道徳教育実施状況調査結果によれば，読み物資

料は，教師にとって道徳教育を行うための主要な資料となっている ω。それに対

して，中患と韓国では道徳、が教科として位寵づけられていることもあって，教師

は必ず教科書を利用して授業を行うことになっている。本稿では，道徳資料の中

でも，煩雑さを避ける意味で，読み物資料に限定しながら考察する。

日中韓における道徳教育に関する先行研究については，その成果は枚挙に椴が

ないくらい三カ国に存在しているが，道徳資料それ自体を対象とし， 1府服的な視

座から詳細に探究したものは決して多くない。中国においては，王凌浩と桂勤な

どをはじめ，数多くの研究者が自毘の道徳教育の変遷を考察しているヘそして，

曹能秀と焼以満などの研究者は，副読本を中心にして，日本における道徳、資料に

ついて検討しているω。また，自本においても，間瀬正次と木原孝博などの研究

者が日本の学校における道徳授業の特徴を，馬越徹が韓霞における学校教育の特

徴を詳細に分析しているヘ韓国においては，李沢輝と金会式などをはじめ，数

多くの研究者が，自密である韓国の道徳授業の変遷を考察している (7)。

これらの先行研究はしづぷれも， 日中韓それぞれの留における道徳教育の変遷，

g標，内容，方法などの特徴について，一回に特化して考察したものになってお

り，異居間の北較研究はごく稀である。しかし，自国を他国との関係で相対化す

る視点は重要で、ある。そのような研究については，中国において王麓栄は，道徳

授業の目標や内容などの視点から，日中における道徳授業の震史を比較研究し，
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両国の道徳授業の変革の特徴を明らかにした。王は，日中の道徳教育の変遷につ

いて比較するものの，道徳授業や道徳資料については詳綿に論述していない(ヘ

それに対して，萎英敏は日韓の道徳教育のみならず，道授授業と道徳資料につ

いても詳しく考察した。その点で，萎の著書『日韓道徳授業理念の比較研究jは，

日韓における比較道徳、教育研究に関して最も優れたものであると言えよう口萎は

著書において，文化思想、の視点から，戦後日韓における道徳授業の相違点につい

て，教える側から系統的な道徳授業を重視する韓国に比べ，日本の道徳授業は児

童生徒の欲求を尊重していると指摘したヘ

しかし，この研究は次の二点において不十分であると考えられる。一つは，そ

の研究では異国間の比較が行われているものの，主として中国を客観的な研究対

象とすることなく，日韓両国の比較を通して，両国の長所を見出し，それらを中

国に無批判に取り入れようとしている点である。もう一つは，具体的な道徳資料

のレベルまで，文化との関わりの中で詳細な考察が内容について行われることな

く，道徳授業の基本的な特徴を明確化した段暗にとどまっている点である。この

先行研究の限界を踏まえ，中屈の道徳、資料を相対化して捉えるために，日中韓の

道徳、資料を傍服的視点から考察するとともに，三国の文化の基層に流れる「札J

の思想、を手がかりにしながら，道徳、授業において用いられる道徳資料の特徴を解

明しようとすることが重要である。その際に 三カ国の文化の基層に流れる「礼J

の思想を手がかりにしながら，道徳資料を主眼に置いて検討する。なお，今回の

研究は， I干しjの視点から，韓国における小学校第 l学年の道徳資料，特にその

『正しい生活jを中心に扱うこととする。

この課題に応えるために，まず，韓国における道徳教育の自擦を確認する。そ

こでは，道徳資料を支える理論的基底を，特に「干しjとのかかわりの中で，その

成立事情とともに明らかにする。次に， I礼jの視点から，韓国における小学校第

1学年の道徳教育の内容 そして道徳資料の具体的な内容をそれぞれ詳細に分析

する。最後に，以上の論究を踏まえ，日中両国の視点から，韓国小学校の第1学年

の f正しい生活jの特質を比較検討する。

1 .道徳資料の理論的基底としての目標における「礼j

韓国の場合，道徳教育の目標は， r教育法j(Ji7.令官)に記された教育の自標を拠

り所として作成されている。したがって，そこで記された教育の目標は，道徳資
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料の理論的基底になっている。 r教育法jの第 1条において，韓国の教育の目標

は， r…教育は弘益人間(号全1~社)の理念の下，すべての国民をして人格を完成

し，自主的生活能力と公民としての資質を具有させるようにし，民主国家発展に奉

仕し，人類共栄の理想想、実現に寄与与尚させることを自的とする.….υづ.Jと示されている(川Iωω0ω)

そjれ1を受けて， r2007年改訂教育課程.](2007 ¥:3_ 7R A~ JlL今斗A~) の「道徳J (王弓)

では，道徳科の白擦は， r韓関人としての望ましい人生をおくるために必要な

道徳規範(三弓汗唱)や礼節(寸埜)を身に付け，日常生活で直面する道徳的問題に

対して望ましく合理的に解決していくのに必要な道徳的判断力を育成し，同時に

市民意識(ペゼ斗斗)と国家・民族意識(号アト百号斗斗)，及び人生の理想、

(む λ~ 9-J司令r) と原則を体系化し実践することができる道徳性を培わせる

(玉弓公金司守入)む斗)Jと記されたうえで，次のような機能自標とともに，小自

擦が掲げられた。

(1)人間の生き方が道徳的でなければならない理由を理解し，生き方の多様性

による価値葛藤問題(アトス}吾想吾持)解決できる価値判断能力(フトス}吐吐す司)

の伸長とともに人間尊重の姿勢(包社さ号)を持つ。

(2)家庭・近隣・学校生活で要求される道徳規範と礼節を身に付け，このよう

な生活の中で登場する道徳的問題に対して合理的な解決方法を模索する価値

判断能力を伸ばし，望ましい生き方ができるような生活態度(ぜ著司王)と実

践意志(~忍斗ス])を持つ。

(3)伝統道徳、(忍号王弓)と市民倫理(ぺでを司)を中心とする今日の民主社会の

道徳を理解-実践し，現代社会で発生する道徳問題を解決できる能力を伸ば

し，円満な社会生活を営めるようにする。

(4) 国家，民族，民族文化を大切にし，愛国・愛族の姿勢をもたせ，国土と民

族分断の現実，及び大韓民国と北朝鮮の統一政策と統一課題を把握し，統一

を成し遂げるのに必要であり，且つ統一以後にも期待される望ましい韓国人

としての能力と態度および行動性を持つω。

この記述を見る限り，韓国における道徳科の総目標は，四つの機能目標に区分

されたうえで， r干しJに関する内容が明確に示されている。たとえば，総目標で

は，規範・礼節を体得し，合理的な判断力や市民意識，国家・民族意識を育成す

ることで望ましい韓由人を育成することが記されている。小目標では，道徳的な

課題に対する合理的な解決方法を育成するように， r家庭・近隣・学校生活で要求
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される道徳規範と干し節を身に付けj ということが重視されている。つまり，円LJ

の思想が， I礼節Jという言葉を通して亘接的に明示されている。

また，他の小居標の内容において， I礼jに関する内容は， Iキしjという漢字が

一文字も使用されていないところに顕著に表れているように，直接的に示されて

いない。ただし，次の二つの表現には，間接的には同LJにつながる内容は垣間

見られる。つまり， I人間尊重の姿勢を持つjと「伝統道徳と市民倫理を尊重す

るjの箇所である。

前者の「人間尊重の姿勢jについて言えば， r2007年改訂教育課程jにも記さ

れるように，それは， I生命の尊重，人格の尊重，人権の尊重，人間愛などの根底

を貫く精神jである。特に民主的な社会においては，人格の尊重は， I自己の人格

のみではなく，他の人々の人格をも尊重することJであり，人権の尊重は， I自他

の権利の主張を認めるとともに，権利の尊重を自己に課するという意味で，互い

に義務と責任を果たすことjを求めるものである。しかも，これらの理念は， I相

互に人間を尊重し信頼し合う人間愛の精神によって支えられるjために， IネしJと

いう「社会生活をする上で，円滑な人間関係や秩序を維持するために必要な倫理

的規範jにつながるものである。

後者の「伝統道徳と市民倫理を尊重しjについて言えば 「伝統道徳と市民倫

理jの意味内容は，もちろん韓国のものを指している。その場合， I伝統道徳と市

民倫理jの中には，韓国の歴史上のさまざまな文化内容が含まれるわけであるか

ら，少なからず儒教の「札jの思想、が深く浸透しており， I礼jを理解するという

目標が，必然的に出現することになる。その意味で，あくまでも「伝統道徳と市

民倫理jにかかわって，内容的に探れば「干しjにつながる要素が見られる，すな

わち，基本的な人間関係を規律する五つの徳、自を示しており，実質的に「礼jの

一部を指していると考えられる。したがって，韓国において「札jという思想は，

道徳科の目標の中に明に暗に示されていると言えよう。

以上のことから，韓国における道徳資料の理論的基底としての道徳科の目標を

f札jの視点からみると，次のように整理することができる。すなわち，韓国の場

合，道徳科の総目標は「道徳性を培う j というように，具体的な小目標が記され

ており，そこには月しjの思想は， I道徳規範と礼節を身に付けjという表現で，

何回引を説くというかたちで明確に示されているだけではなく， r人間尊重の姿

勢jを大切にするという考えに射って， I伝統道徳と市民倫理jを尊重するという

「「
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表現で， I札jの思想、が具体的に暗示されている。

2.道徳資料の基軸としての内容における「礼j

韓留における道徳科の内容は，小学校低学年(第 1学年と第 2学年)では，日

常生活において必ず守るべき基本生活習慣，礼儀及び規範に関する 5つの領域か

ら成されている。小学校中・高学年，中学校という発達段階に分けられたうえで，

それぞれについて， I個人生活j，I家庭・近所・学校生活j，I社会生活j，I国家・

民族生活jという 4つの視点から区分され，それぞれの区分のなかに複数の道徳

的価値(徳自)が組み入れられている ω 。そこでは，道徳教育の内容の亙分は，

自標のところで示された中身とはあまり直接的に関係のありかたちで登場してい

る。つまり，その内容の区分は，目標を達成するための方略上から直接的に見出

されたものではなく 内容それ自体をわかりやすく提示するという意図から整理

したものであると言える。

そこでの第 1学年(実際には，第 2学年は共通)の内容を見ると， I自分のこと

は自分でやるjには 4つの内容項目が， I礼儀を守るJにも 4つの内容項目が，

f他人の事を考えるJには 3つの内容項自が， I秩序を守るjには 4つの内容項呂

が， I国を愛するjには 4つの内容項目が組み入れられているω。つまり， 19錨

の内容項目が，道徳資料の基軸として組み入れられている。具体的な内容は表 1

のように示されている。

表 1に示されるように， I礼jに関連する内容としては， I干し儀を守るJにおけ

るすべて，すなわち 4つの内容項目を通して直接的にあげられる。また， I礼jを

広義に解釈すれば， I自分のことは自分でやるjと「秩序を守るjという領域の 8

つの内容項目は，身を守るための基本的な能力から公共的なマナーを意味してい

ることを勘案すると 「社会生活をする上で 円滑な人間関係や秩序を維持するた

めに必要な倫理的規範jと見なされ， I札Jの内容に含まれる。また，端的に表現

すれば， I他人のことを考えるjでは， I相応尊重の気持ち，言葉や行動様式全般

を包括するjと見なされ， I札jの内容に包含されよう。すなわち， I礼儀jとと

もに， I，思いやり・親切JI信頼-友情Jがあげられているが，これらは， I社会生

活をする上で，円滑な人間関係や秩序を維持するために必要な倫理的規範であり，

自他相応の尊重の気持ちだけではなく，言葉や行動様式全般を包括するものjと

いう「礼jに，十分に包括できる。また， I国を愛するJにおける「国旗の掛け方
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表 1.韓留における小学校第 1学年の道徳の内容

学年 手長 j或 主要な内容項目

体をきれいに

白う?のことは自分でやる
姿勢を正しく

整理，整頓する

自ら準備し，勉強する

正しくあいさつする

礼儀を守る
正しく食事する

正しく言葉っかい

空:方f~ 礼儀正しい生活

友達と仲良くする

他人のことを考える 約束を守る
空宇

環境をきれいにする

)11員番を守る

秩序を守る
学校の規則を守る

交通規則を守る

公共秩序を守る

国旗の掛け方を知る

国を愛する
国歌を正しく歌う

無窮花を愛する
『

統ーへの関心をもっ

(教育部告示 r2007:f!三改訂教育課程小学校教育課程一国民共通基本教育課程-1，大

韓教科書株式会社， 1998年版 より 筆者作成)

を知るjや「毘歌を正しく歌う jの内容も，上述したものと同様に，同しjに十分

に包括できるものである。

以上のことから，韓国における道徳資料の基軸としての道徳の内容に関してみ

ると，ほとんどの内容において， I札jに関することが理論的基底に確認できる。

3.教科書における「礼j

韓国において道徳教育がすべての教科とその他の教育活動全般に渡って実施さ

れ始めたのは1955年 8月に公表された第 1次教育課程である。第 l次の教育課程

の道徳教育は特に制定された道徳、科教育課程ではなく，全教科及び教育活動全般

にわたって年間35時間以上を行うことが定められた総合教科のー形態であった。

日本の学習指導要領に相当する韓国の国家水準カリキュラムだが， 1955年から

1997年の「第 7次教育課程jまでは 7-8年毎に改訂され，現在は2007年に告示
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された 12007年改訂教育課程j(今回からは[第O次教育課程Jとは呼ばない)の

段時的な移行期間となっている。第 7次教育課程では， 1生徒の学習と日常生活に

必要な基礎能力の培養と基本生活習慣の形を中心に置く jという基底に基づいて，

道徳、科科目の編成に変更があっ t:.o

すなわち，表 2に示されているように，道徳科は「国民共通基本教育課程jの

ーっとして 3-10学年に位置づけられているが，教育活動全体を通じても行われ

ることとされている。なお，初等学校低学年(1 ， 2学年)の道徳科が廃止され，

道徳科と国語科の統合教科である「正しい生活jに改編されたが， 11-12学年に

は選択科白として「市民倫理j，1倫理と思想j，1伝統倫理jが設置され，基本的

に現行の 12007年改訂教育課程jにおいても「道徳科Jの「教科jとしての位置

づけには変わらないMO

韓国では道徳が教科として位置づけられているために，韓国における道徳授業

で使われている読み物資料は当然のことながら f教科書jと呼ばれる。全屈に共

通に使用されている道徳科の教科書は国定の一種類しか存在しない。本稿は小学

校第l学年の教科書(上巻と下巻)について， 1礼jの内容にかかわる資料を抽出

して，前記の 5舗道徳領域(自分のことは自分でやる，礼儀を守る，他人のこと

を考える，秩序を守る，国を愛する)に応じて分類すると，表3のように示され

ている。

表3に示すように，道徳資料において f自分のことは自分でやるJ，1礼儀を守

るJ，1他人のことを考えるj，1秩序を守るj，1留を愛するjという領域は「札j

の内容に包含されている。たとえば，小学校第 1学年においては，友達との鵠に

おいて基本とすべき精神である。幼児期の自己中心性がまだ残り，友達とよい関

表2 2007年教育課程における道徳科の位置づけ

高等学校

学年 1 2 345617 89  10 11 12 

「市民倫理j

道徳教科 「正しい生活j f道徳科J 「倫理と思想、j

「伝統倫理j

教育課程 由民共通基本教育課程
高等学校選択

中心教育課程

(教育部・教育科学技術部 i200911三教育課程告知文Jより 筆者作成)
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表 3 ~豊田における小学校第 l 学年 f正しい生活j の内容構成

巻 5架 !ブヲ η@ 道徳領域

学校生活で守るべき規則

l 楽しい学校生活
室内で守るべき規別

秩序を守る
室外で守るべき規則

Igl分の生活を振り返ってみましょう

2 一人でもできる
学校で自分がするべきこと 自分のことは

家で自分がするべきこと 自分でやる

正しい姿勢でj主り方

家族と一緒に
食器の使い方

礼儀を守るj二
偏食しないこと

3 楽しく食事をする
食事時に守るべき礼儀

他人のことを考える

ッ~己Jγ - 楽しい給食時間

4 正しい姿勢
正しく座り，立つ，勉強すること 自分のことは自分で

正しく歩くこと やる，礼儀を守る

友達と仲良くするいいところは 自分のことは自分で

5 友達を仲良くし 友達と仲良く方法 やる，他人のことを

友達と仲良くするための計画 考える，礼儀を守る

夏休み計画をちゃんと立てて実践する
自分のことは自分で

6 あ~夏だ 体をきれいにするためにやるべきこと

公共場所での守るべきこと
やる，秩序を守る

手足をきれいにする

l 自分の体
正確に歯を磨くこと 自分のことは

よくお風呂に入ること 自分でやる

自分の生活を振り返ってみましょう

2 }II買番を守る
学校で順番を守らなければならない 秩序を守る

公共の場で)1原番を守ること 礼儀を守る

一緒に節目を
相手に適するあいさつ

下 3 時と場所に適するあいさつ 礼儀を守る
過ごす

ちゃんとあいさつする方法を学ぶ

巻 4 全員で使うもの
全員で使うものを大事にする

他人のことを考える
全員が便利に使うことができる

5 
周りが ゴミをちゃんと処分する 他人のことを考える

きれいにする 再利用する 秩序を守る

6 わが留を愛する
わが匡jを代表するものを大事にする

国を愛する
国に愛する実践する

7 
冬休みを

健康な生活を過ごす
秩序を守る，自分の

充実に過ごす ことは自う?でやる

n正しい生活j教科醤:第 1学年上巻・下巻 教育部 2009年版より 筆者作成)
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係を築くことは難しいと考えられる。「他人のことを考えるjとは，相手の立場を

推し量り，自分の気持ちを相手に向けることである。よい人間関係を築くために，

相手に対する思いやりが不可欠である。すなわち，道徳資料において礼儀の3f~ に

こめられた相手の立場に立って心のこもった接し方を通して友達と仲よく遊んだ

り，協力したり，信頼感や友情をより強く感じられたりするようになる。なお，

数量的に言えば，小学校第 1学年の総資料に占める「礼jにi認する資料の割合を

確認したところ，平均で約90.6%となる。

その点について詳細に検討して提示すべきであるが，本稿の字数制限の関係で，

それぞれ同しjに関するすべての資料を詳細的に比較することは不可能である。

したがって， r礼儀jの資料を一つの事例を抽出して，それについて簡潔に考察

する。

思 1に示すように， 1年生の『正しい生活j下巻の「一緒に節日を過ごすJと

いう道徳、資料を見ると，異なった状況場面を描いた絵が掲載されている(翻訳筆

者)。そこには， r相手によって相応しい言葉であいさつするJという総タイトル

で，四つの絵がある。その中，一つ自は「祖父母のお宅に伺った時jというタイ

トルがあって，子どもが祖父母とあいさつをしているという場面である。二つ呂

は「大人の親戚に出あった時jというタイトルで，子とともは了寧に大人の親戚と

あいさつをしているという場面である。三つ自は「いとこに出あった時jという

タイトルで，いとこは出かける前に家族とあいさつをしているという場面である。

四つ目は「隣人と出あった時jというタイトルで，子どもがマナーよく隣人とあ

いさつをしているという場面である。

図 lの下側をみると， r持と場所によって相応、しい言葉であいさつするJという

総タイトルで，四つの場面がある。一つ自は「おばあさん，ありがとうございま

すjというタイトルがあって 食べ物を召し上がっていただいておばあさんとあ

いさつをしているという場面である。二つ自は fおじいさん，すいませんj とい

うタイトルで，子どもは電車で隣のおじいさんの足を踏んだ後，謝っているとい

う場面である。三つ自は「お久しぶりですjというタイトルで，子どもは長い間

会わなかった毅戚に会っているという場面である。匝つ自は fおじいさん，おば

あさん，どうぞ上がってくださいjというタイトルで，子どもが自分のうちにい

らっしゃった祖父母を迎えているという場面である。

さらに，上述の場面の言葉を覚えさせるために，練習する内容が作られ， [翠 2
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図 1 r一緒に節目を過ごすj

から掲載されている。まず， rちゃんとした姿勢であいさつする方法を学んで、，練

習してみてくださいjというタイトルで，ただしい「目礼jと「敬礼jのやり方

を4つずつの絵で示されている。次に， r相手と状況に適する言葉を使ってちゃん

とした姿勢であいさつしてみてくださいjというタイトルで，日常生活の場面が

4つの絵に掲載されている。最後に， r自分の生活を振り返ってみてくださいjと

いう欄があって，それを通して児童が自ら考える機会も設けられている。

以上のことから，韓留において道徳授業にとって大きな影響を与える道徳資料

可
S
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参争

図2 r一緒に節目を過ごすJ

の特徴について「干しJの視点から見ると，次のように整理することができる。韓

国における月U に関する道徳資料は，あいさつする時，相手，時と場面によっ

て相応しい行為を具体的な状況場面を単純に示して，指導することになっている。

すなわち，いくつもの場面を示して，挨拶の仕方を教え， r自分の生活を振り返っ

てJを通して，道徳的な行為を定着させようとしたものである。
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4.韓留における「礼Jの特質

ここでは，最初に，韓国における「礼jの特質について整理していくことにしたい。

まず，道徳資料の理論的基底としての目標に関して言えば，韓国では儒教思想、

からの影響がいまだ深く根づいており 「弘益人間Jに別りながら， r韓国人とし

ての望ましい人生をおくるために必要な道徳、規範や礼節を身に付け，道徳性を培

わせるjを目標としており 「干しjに関する重要性は明確強調されている。また，

「道徳性を培わせるjという自標が示されている後，きわめて長い文章で多量の小

B擦を語られている。その中では， r礼jという漢字も使用されていない内容もあ

るが，現在における道徳資料の目標も根本的には変わっておらず，伝統的な「礼j

や「孝Jなど儒教思想、に基づく目標が示されている。

次に，道徳資料の基軸としての内容における「札jに関して見ると，韓留にお

ける内容が主に五つの領域に分けられ，ほとんど「礼jに関連している項目であ

る。その中には， rキし儀を守るJに関する内容のみならず，礼儀正しい行為をする

ことによって，自分も相手も気持ちよく過ごせるようになることがよりいっそう

重視されている。

さらに，教科書における「札jの視点から見れば，韓国における「札Jに関す

る資料が総資料に占める割合は， 90%以上である。そこに，日常生活の場面をい

くつ取り上げて， r絵jによって示されている。韓毘における「礼jに関する資料

の内容は， r干しJの道徳的価値に摂定するのではなく，他の道徳的価値の要素をも

含んだ複雑なものとなっている。

以上まとめたことを踏まえ，日中両面との比較において考察すると，次のよう

になる口

第一に，道徳、資料の理論的基底としての自標に関して蓄えば，次のように推察

することができる。日本の場合 道徳教育の目標は「道徳性を養うJ，道徳授業の

自標は「道徳的実践力を育成するjというように，最終的な目標は示されており，

その記述過程において，道徳教育の目標としては「豊かな心をもちJr個性豊かな

文化の創造を図るJr公共の精神を尊びJなどのさまざまな自標が，また道徳授業

の白標としては「補充，深化，統合しJr道徳的価値の自覚及び自己の生き方につ

いての考えを深めjなどという目標が，長い文章の中で語られている。つまり，

全般的に具体的な目標は提示されていないこともあって， r札Jという思想、は間接

的には反映されていても，直接的には明確に提示されていない。日本と比べてみ
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ると，韓国では「礼節jという言葉を通して「札jの思想が直接的に明示されて

いる。また，役割に関しでも， I道徳的実践力の育成Jしようとする日本と向様

に，韓国では， I道徳性を培わせるj しようとする内面的資質を強調する。

それに対して，中国の場合，抽象的な大目標が示された後で，具体的な小目標

が記されており，そこには「干しjの思想、は， I礼儀を正しくして，規則を守るjと

いう表現で， I規則を守るjとかかわらせながら f礼儀jを説くというかたちで明

確に示されているだけではなく， I長幼の序jを大切にするという考えに則って，

「年配の方を尊敬Jするという表現で， I礼Jの思想が具体的に暗示されている {190

中国では「礼儀jという言葉を通して直接的に明示されている。中国と比べてみ

ると， I児童のよい道徳J性と習慣を育成させ，生活に情熱を持つように導く jとい

う行為でも重視されている中国と違って，韓国では内面的資質が強調されている。

再留は「札jという思想、が直接に示されている向持に， I札jを含めている内容で

暗示する。韓国では，道徳教科としての「正しい生活jは，中国における「品徳

と生活jと同じように，学校全体での目標ではなく，あくまでも一教科の目標と

なっている。この点については.中国と韓国似ていることが確認できる。

したがって，韓国の特徴について，日本と中国と比べながら整理すると，次の

ようになる。韓国において「札jの思想は目標レベルにおいては，明示されてい

る。教科としての「正しい生活j特質が浮かび上がっており，韓国における道徳

資料は教科書として，道徳授業の核心ということが明確に意識されていた。

第二に，道徳資料の基軸としての内容を見ると，日本における内容が主に 4つ

の区分に分けられ，そこに円LJに関連している項自は総項目の三分のーを占め

ている。その中には， IあいさつJだけではなく， I幼い人や高齢者など身近にい

る人に温かい心で接し，親切にするjなど「札jの視点を十分に包括できるもの

も含まれている。また，抽象的な目標と違って，内容項自は児童の発達段踏を考

慮し，学年によってそれぞれの項目が示されている(16)。それに対して，韓国にお

ける内容は， 5つの領域の区分の下で，それぞれの内容項目が低学年児童の段階

や道徳課題を考慮した，基本的なものとなっている。ここでは， I札Jの内容の割

合については，数量的に言えば，日本より韓国の方が多い，全部の内容である。

また，同しjに関する内容を資料として編纂する段階において，日本よりも韓国の

方が「干しJとして扱う内容が繁雑なっており，一つの資料の中に「干しjにかかわ

る複数の徳自が組み入れられる。
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中国における内容は，望ましい生活の在り方を 4つに区分としたうえで，道徳、

の内容填iヨ(道徳的価値)が組み込まれている。一つの内容は刊しjの道徳的価

値に I)J~定するのではなく，他の道徳的価値の要素をも含んだ複雑なものとなって

いる。この点について， ii窪田と中自の類似点も見られる。たとえば，};垂!翠と中国

は，内しjが強調されつつも，個人の基本的な能力を育てることだけではなく，愛

国主義，集団主義Ijlな価値観をもたせることも目指されている。

したがって，韓患の特徴について，日本と中国と比べながら整理すると，次の

ようになる。韓思における f正しい生活jの内容は全部門しjの思想を含まれて

いる。学校で目指される道徳教育が政治と一体化取り扱われているという特箕が

明らかであっ t::.o

第三に，道徳資料を見ると，自本の場合は，第 l学年の資料であっても，読み

ものとしてストーリー性のある簡易な物語が用いられ，そこから教師は想定した

一つの価値観を児童に読み取ることが求められている。道徳資料の構成について，

日本では，目次から各課のテーマが分かるようになっており ， 1つの内容項自が

そのまま並べられていることが一自瞭然である。特に，日本の資料が，一つのス

トーリーとなっている。それに対して，韓国における小学校第 l学年の f正しい

生活jは，児童の呂常生活に関する題材を取り上げて， I絵jによって示されてい

ることが確認できた。道徳資料の表紙や目次から内容項呂の判断はできない，複

数の内容項目を扱われている資料が示される。たとえば， I干しjの道徳的価値に限

定するのではなく，他の道徳的価値の要素をも含んだ複雑なものとなっている。

その意味では，日本の場合と異なり，道徳的価値がさまざまな状況の中で多角

的・多面的に扱われやすくなっていると言えよう。

中屈の場合は， I干しJ~こ関する資料は，場面によって相j忘しい行為を具体的な状

況場面を単純に示して 指導することになっている。中国の資料はいくつもの場

面を示して，挨拶の仕方を教え， I礼儀歌jを歌うことで道徳的な行為を定着させ

ようとしたものであるれ7)。韓国と中国の場合，同LJ道徳的価値だけに限定する

のではなく，他の道徳的価値が生活に即して混在された類似点が確認することが

できた。この点に関して，さらに考察していくと，韓国と中国の資料がより豊富

な内容を一度に扱うことができる要因の一つに，両国のこの段階における資料が

ほとんど「絵jによって示されているということがあげられる。すなわち，両国

は基本的に絵を眺め，歌を楽しくうたって覚えることが期待されている。活字に

「
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よる情報が得られないため，絵の意味するところや解説などは教師の説話によっ

て自由に補われる。

したがって，韓国の特徴について，日本と中国と比べながら整理すると，次の

ようになる。韓陸の場合， I札jに関する資料は，自常生活のいくつの場面によっ

て相応しい姿勢と言葉を示して，指導することになっている。そこでは，道徳的

価値が実生活に即して多角的・多面的に指導しやすいという長所を有しているが，

繁雑で表面的な指導にli色りやすい短所を持っている。

以上のことから，韓国の小学校第 1学年の『正しい生活jにおける「礼jの特

質について考察した結果，以下のような結論を得た。まず¥自標について，韓国

では，近代以降西洋の教育思想、を吸収してきたとはいえ 儒教思想、からの影響が

いまだ深く根づいており，現在における道徳資料の白標も根本的には変わってお

らず，伝統的な「礼jなど儒教思想に基づく白標が明確に示されている。次に，内

容について，韓国では，愛国主義，集団主義的な内容の含まれている道徳資料が

小学校低学年の段階から多く見られ，政治と一体化した道徳教育が行われている。

さらに，教科書について，韓国では，内容レベルを経て資料レベルになると， I札J

という道徳的倍値だけに限定するのではなく，他の道徳的価値が生活に即して繁

雑に混在されたものになっている。道徳、教育に郎効性を求める傾向があり，大量

の知識を教えるようにするため，相手への尊重や思いやりから価値についての自

覚を内的に深め，道徳、の大切さを理解させるための配患が十分ではないと考える。

5. おわりに

本稿では，日中韓三カ国の大きな特質について，まず一部分の道徳的な内容で

あるが，筆者は， I礼jの視点から韓国における小学校第 l学年の「正しい生活j

の特質を解明した。今後の研究課題としては，本稿で得られた知見を踏まえて，

分析対象としてより多くの 1年生の資料を追加して，研究の信頼性をあげるとと

もに，さらに，日本と中留をあげていくことと，同LJ視点からも研究していくこ

とを考えている。

註

( 1 ) 新渡戸稲造は f武士道jの著の中で，本当の札は，他人の感情に対するi可情的配慮が

外に現れ出たものであるべきである。札は，また，本来よろしきを得た事物に対する，

相応の尊重，それゆえに社会的地位に対する相応の尊敬を意味する。また， r教育勅語j
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に関しては杉浦重!品;]IJ翁の1m!]進講草案が特に注目されるものであり， r恭倹の二字，とも

に礼節の意味を含む。品性の崇高なる人は，何事にも恭敬，謙譲の態度を以てこれに臨

む。故に人をして奥床しき!惑を与へ，尊敬の念を起さしむ。 fみのるほど首をさげる稲

穂かなj とは， ?~i食の徳を詠嘆せるものなり J と述べている。

( 2) JiP谷慶IlBr道徳の授業理論j教育開発研究所， 1989年， p.25 

( 3) http://www.mext.go.jp/component/a-menu/education/detail/(2013.1l.28) 

(4 ) 王凌浩 f小学道徳深研究j済南出版社， 2001年

桂封1) r)A ffi，1家作銃定i司現代的反思11NJ北教育出版社， 1996年

(5 ) 曹能秀[当代日本中小学埴徳教育研究i商条印有情， 2007年

焼)A満 DX代|二!本小学校教育j111西教青出版社， 1999 ~l三

(6) I雨前i正次 f戦後道徳教育実践史j明治図書出版社， 1982年

木原孝博 f道徳教育の理論j明治図書出版社， 1995年

.!~越徹 f比較教育学一越境のレッスンj 東信堂， 2007年

( 7) iJ]_令芋『主・号号室十五1.iJ!..今斗苦言A.l;:).Aノぐ1告・斗一せ2斗バ子斗詩人上 1994せ

(8 ) 二E麗栄『当代中日道徳教育上七校研究J)~ー恋人民出版枇， 2007年

(9 ) 菱英敏 f日韓道徳、授業理念の比較研究j北京締範大学出版社， 2005年

(10) 教育部 f教育法i
(11) 教育部 f教育部告示 r2007年改訂教育課程 小学校教育課程一毘民共通基本教育課

程-J，大韓教科書株式会社， 1998年版

(12) せ号ïï!.~-斗苛ァ1 告手『主号苛立.llZ.-i社斗苦言II 営 J (ヰ 2007-79主)137苓

(13) 同上

(14) 向上

(15) 詳しくは， r日中における小学校第 l学年の道徳資料に関する比較検討J(投稿中)を

参照

(16) 向上

(17) 向上
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Comparative Study on Moral Teaching Materials in China， ]apan and South Korea 

Analyzing a South Korean Elementary School Grade 1 Textbook 

from a Perspective on“Etiquette" 

NALe 

As an important part of moral teaching in Japan， China and South Korea and the basis 

for a comparative moral study， this study focuses on an analysis of a textbook used in the 

first grade of a South Korean elementary school entitled“right living." We mainly focus 

on three parts: objectives， content and textbooks iTom the Confucian point of view. The 

findings are as follows: 

First， regarding the objectives， although modern South Korea is said to have absorbed 

western culture and ideas， Confucian thought is still deeply rooted within the fabric of 

society， and moral teaching materials have not fundamentally changed; traditional 

Coniucian thought on“etiquette" is still clearly visible. 

Next， we examined content. In South Korea， moral teaching materials for grade 1 and 

grade 2 in elementary schools included instruction on basic daily etiquette， paむiotism

and collectivism. In conclusion， moral education is closely integrated with the country's 

political character and beliefs. 

Lastly， we researched textbooks and found that textbooks based on a curriculum of 

moral teaching contain not only instruction on“etiquette" but also teach complex moral 

values， however these textbooks tend to seek an immediate e宜ecton moral education 

through delivery of excess knowledge， and disregard the importance of moral education 

and specific practices. 
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